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１　研究テーマ

文字表現におけるルビの視覚的効果につい

ての研究

２　動機

大学の日本文化論の講義にて、日本語の当

て字の文化を取り上げた講義を受け、「ふり

がな」に興味を持った。講義後に自主的にふ

りがなについて調べ、そこで「はっきり」と

いう読みに対して当てられたふりがなが複数

あることを知る。

「判然」- 夏目漱石『硝子戸の中』

「明瞭」- 小栗虫太郎『黒死館殺人事件』

「爽快」 - 国木田独歩『冨岡先生』　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　など

ここから、読みと漢字が一致しないという

事象に面白さを漢字、本格的にルビに興味を

持つようになった。

また、３年後期の表現にて、日本語につい

ての問題（「日本語の消滅」と「漢字健忘」）

から、タ
※

イポグラフィ作品を制作し、ここか

ら日本語についての作品を作りたいと考えた。

「日本語の消滅（言語の消滅）」の観点から

日本語という言語をみたとき、日本語は現在

英語などを片仮名に置き換え日本語化するこ

とによって進化しているように見える。しか

し、このとき同義の意味を持つという理由で

英語に置き換えられた日本語は消滅の一途を

着実に進んでいるのではないかという考えを

持った。言語の性質として、他言語を母語に

組み込もうとした際に、母語は将来的に消滅

する、という考えから、「日本語」という日

本の文化を構築している言語を大切にしたい

と思うようになった。

　日本語特有のふりがな（ルビ）という文

化は「日本語を進化させつつ、退化しないよ

うにする」ことに対して大きな役割を果たせ

るのではないか、と考え、ルビを知ってもら

い、ルビのちからを体験してもらえる作品を

作りたい、と考え、「ちいさな文字」を制作

する。

本文中のルビが読者の「読む」と

いう行為にどのような影響を与え

るのかについての研究

また、ルビ自体についての研究

※ 表現デザイン演習 II 作品　「わす - れる」
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３　研究目的

ルビを通して、日本語及び日本語組版の魅力を伝える。

ルビの持つ力を通し、私たちが普段「読む」という行為に

対しどのように文字記号を捉えているのかを知ってもらう。

読者にとって読みやすい、或い

はルビを可読性という面で効果的

に使用する組版を目指すものでは

ない。

ルビそのものに興味を持っても

らい、振り仮名という日本語特有

の文化から日本語話者にとって当

たり前にある「日本語」という文

字記号を改めて認識してもらうこ

と、またそこから振り仮名が文章

表現に与える影響を作品として前

面に出すことを目指す。

４　内容

JIS の日本語組版の規定や日本エディタースクールの「文

字の組方ルールブック」などを参考に、ルビの使用方法を

まとめ、文章中にあるルビ群がその文章の中でどのような

役割を果たしているのかを研究する。

今までにないルビの在り方を研究し、制作した冊子

1

2 ルビ自体に興味を持ってもらう

ためには、今まで通りの組版に従

った文ではインパクトや面白さが

足りないと考え、「今までにないル

ビの使い方」を考えた。

組版のルールを大きく逸脱する

ことなく新しいルビの在り方を模

索することで、「当たり前ではない

こと（ルビの新しさ）」がより強調

されるようにしている。

円城塔　「文字渦」 - 新潮社

収録作「誤字」

５　先行事例

組版のルールは印刷会社によって

異なるため、より標準的な組版の

ルールを公開しているエディター

スクールの冊子と、JIS での規定か

ら特にルビについて記載されたも

のを参考にしている。
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６　作品概要

研究の内容に添って、冊子を２冊制作する。

２冊制作する理由

読者（見る側）が当たり前と当た

り前から逸脱したものを比較でき

るように２種類制作した。

日本語の組版には厳密なルールが

多く存在し、その中でルビは親文

字やそれ以外の文字、行間など、

周囲からの影響を受けやすい文字

である。ルビは活版印刷において

生まれた用語であるということも

あり、振り仮名ではなくて「ルビ」

というものに焦点を当てるのであ

れば、「組版」という面からの視点

も必要であると考えた。
ちいさな文字の使い方

JISの日本語組版の規定や日本エディタースクールの「文

字の組方ルールブック」などを参考に、ルビの使用方法な

どをまとめた本。

製本

B5 サイズ / 無線綴じ

表紙：コート紙 225kg

本文：マットコート 110kg

組版ルールについては印刷会社そ

れぞれ固有のものがあるため、簡

便ルールブックという形で制作す

る。

親文字とルビ文字の位置関係

・ルビ文字列が２文字以上

・親文字列長がルビ文字列長以上

・欧文用文字でもなく連数字でもない

1

2

・ルビ文字列が一文字、欧文用文字または連数字

ルビ文字列をそれぞれの文字の固有の字幅に応じて配置し、ルビの文字列の中心を親文字列の中

心に合わせて配置する。

・親文字列長がルビ文字列長未満

・欧文用文字でもなく連数字でもない

3

親文字列が欧文用文字または連数字の場合

親文字列を文字の固有の字幅に応じて配置し、親文

字列の中心をルビ文字列の中心に合わせる。

行頭または行末に親文字があるとき

親文字群が行頭に位置した場合は、親文字列の先頭を行頭に合わせ、親文字群が行末に位置

した場合は、親文字列の最後尾を行末に合わせる。

親文字列がルビ文字列よりも短く、行頭に親文字がくる場合は親文字列の先頭をルビ文字列

の先頭と揃える処理を行ってもよい。同様に、行末に親文字列がくる場合は親文字列の最後尾

とルビ文字列の最後尾を揃えて配置してよい。

x z

y

グループルビや熟語ルビ（p,18）は

ルビ文字が親文字列に対して平均的に

振られるようにする。

グループルビはいつ使う？

グループルビは、「読み方を親文字ごとに分割できな

い語」に対して使う。熟字訓などの当て字、翻訳された

言葉の原文読みを親文字に振るときに使用される。

基本的に親文字一文字一文字に読みが当てられる場合

はモノルビで処理をした方がよい。

五
さ み だ れ

月雨 　　　  
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許
いいなずけ

嫁

奥
コロフォン

付y x：y：z＝１：２：１

：ルビ文字列の先頭から親文字列の先頭までの空き量

：親文字間の空き量

：親文字の最後尾からルビ文字列の最後尾までの空き量

x

y

z

x z

親文字列が行頭 /行末にある場合は、以下の配置方法にしてもよい。

　　　　親文字列の先頭とルビ文字列の先頭を揃えて配置する。　　Y：Z＝１：１

　　　　親文字列の最後尾とルビ文字列の最後尾を揃えて配置する。X：Y＝１：１
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x：y：z＝１：２：１

：親文字列の先頭からルビ文字列の先頭までの空き量

：ルビ文字間の空き量

：ルビ文字列の最後尾から親文字列の最後尾までの空き量

x
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小
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口

グループルビ5
ルビ文字列は、ベタ組とする。

ルビ文字列が欧文用文字や連数字の場合は、ルビ文字列をそれぞれの文字の固有の字幅に応

じて配置する。

親文字群は、複数行に分割しない。

条件

18 19

▲   「ちいさな文字の使い方」　一部
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ちいさな文字たち

小説などの文章にルビをつけ、ルビが「読む」という行為

にどのような影響を与えているのかを体験できる冊子。　

ルビを用いた表現方法を複数パターン制作し、ルビのちか

らを多方面から捉えられるようにする。また、日本語の言語

としてのおもしろさや、日本語の言語としてのおもしろさに

も触れられる冊子にする。

製本

A3 / B5 / 200*200　の大きさの冊子を制作

表現方法ごとに製本方法を変える

　→ 糸綴じ、無線綴じ、蛇腹製本

３冊を梱包し、一冊の本として扱う

各冊子内容

親文字を白にすることにより、音のみで

構成された冊子

親文字＝漢字 / ルビ文字＝ひらがな

（カタカナ）という認識を逆転させ、親

文字＝ ひらがな（カタカナ）/ ルビ文

字＝漢字にした冊子。

1

2

ルビ文字群が、イメージの補足、或いは

親文字群の補足になっている冊子

3

親文字の部分が空白になるこ

とによって、そこにあったはず

の漢字を想像しながら本文を

読むことができるのではない

か。

1

絵本からインスピレーション

を受けて制作。漢字を正確に読

むために音を付与する工程を

逆転させると、文字記号を捉え

るときの思考（読むという行

為）にも逆転などの影響を与え

られるか。

2

ルビの役割を拡張する試み。3

1

2

3

表紙：ペルーラ　スノーホワイト

本文：ガルバス CoC

NT ラシャ　無垢、濃赤

表紙：ヴァンヌーボ VG ホワイト

本文：アラベール ホワイト

裏打：てまり 朱

明
はっきり

瞭
ルビ文字

親文字
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1

感想

問題

ルビを配置する際にできるアキも含めて、不自然な文字列によるリズムが視覚的に面白い。

動機で紹介した「明瞭」など、当て字に対して親文字を想像することが難しく、読者が筆者の

意図を想像することを楽しめるのではないか。

総ルビにしたときの文章より空白があることで、煩雑さが少し緩和されるかと考えていたが、

文字を追うために視線が微妙に左右に揺れるため、読みづらさを感じた。

▲ ルビなし ▲ ルビあり（総ルビ） ▲ 親文字なし（総ルビ）

使用：「ドクラ・マグラ」　夢野久作
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3

感想

問題

ルビ文字が文章として配置されることが多く、ルビ化

する文字列や親文字化するイメージに工夫すればあた

らしい表現形態として面白くなるのではないか。

特に固有名詞以外の言葉などで、親文字を漢字ではな

い形でイメージ化することに苦戦。文章のため、ルビ

が対応している親文字の範囲を示すことが難しい。

展開 ・各冊子の問題点を踏まえて、ルビを主軸とした新しい組版ルールの構築

・パッケージなど、冊子（文章）でないものに対して、新しいルビの在り方の提案

感想

問題

ひらがな、カタカナ特有の柔らかさが際立ちつつ、意味を

読み取るという点で、ルビ文字によって意味（漢字）の補

足があり、各単語の理解がしやすい。

基本的に親文字よりもルビ文字の方が短くなることが多い

ため、親文字になる範囲をわかりやすく提示しづらい。

22
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７　展示

クロスパネル×３

全面に長尺ポスターを貼り付け

木工パネル×１

ブックスタンド

を固定し冊子を

展示

展示台 1500*750*780

クロスをかける

冊子展示

B1 ポスター
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